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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドヘルド型の電子ピペット（１０）であって、
　ユーザの手で保持するのに適合した細長の本体（１６、１７）と、
　ユーザにより作動される前記本体（１６）の前面に配されたタッチパッド制御（３０）
と、
　ユーザにより作動される前記ピペット（１０）に配された実行ボタン（１８）と、
　前記タッチパッド制御（３０）の上部で、前記ピペット（１０）の前面に配されるユー
ザインターフェースディスプレイ（３２）と、
　マイクロプロセッサと、
　メニューで操作するソフトウェアを備え、該ソフトウェアは、ユーザインターフェース
ディスプレイ（３２）に表示される情報を制御するとともに、前記ピペット（１０）を作
動するためにマイクロプロセッサをプログラムし、
前記タッチパッド制御（３０）が、円形タッチパッド（４６）を備え、そこで親指又は指
の回転運動がディスプレイ（３２）上に表示された情報を制御することを特徴とする、ハ
ンドヘルド型の電子ピペット。
【請求項２】
前記円形タッチパッド（４６）上の親指又は指の前記回転運動が前記ユーザインターフェ
ースディスプレイ（３２）上で上下のカーソルの運動に変換し、及び前記円形タッチパッ
ドの中央にエンターボタン（４８）が位置づけられることを特徴とする請求項１記載のハ
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ンドヘルド型の電子ピペット。
【請求項３】
　前記円形タッチパッド（４６）が４つのセレクタ部位、すなわち前記円形タッチパッド
（４６）の上部に位置づけられる戻るボタン（５０）、前記円形タッチパッド（４６）の
底部に位置づけられる除去ボタン（５６）及び前記円形タッチパッド（４６）の左右に位
置づけられる左右ナビゲーションボタン（５２、５４）それぞれを含むことを特徴とする
請求項２記載のハンドヘルド型の電子ピペット。
【請求項４】
　容積選択が前記ユーザインターフェースディスプレイ上でグラフ表示され、及び前記ソ
フトウェアがグラフ表示された前記容積選択を前記ソフトウェアがグラフのゲージ（１１
２）を用いて前記グラフ表示された容積選択を制御し、前記グラフの表示は前記ピペット
（１０）の最小値から最大値まで及ぶ前記容積選択で得られる容積を表示し、及び前記ユ
ーザは前記タッチパッド制御（３０、４６）を用いて所望の容積にスクロールすることを
特徴とする請求項１記載のハンドヘルド型の電子ピペット。
【請求項５】
　前記ユーザインターフェースディスプレイ（３２）は図形のポインタ（１１６）を介し
て前記容積選択の値にスクロールされた状態を示す請求４記載のハンドヘルド型の電子ピ
ペット。
【請求項６】
　前記タッチパッド制御（３０）が円形タッチパッド（４６）を含み、前記円形タッチパ
ッド（４６）がユーザが前記円形タッチパッド（４６）の回りを時計方向又は反時計方向
のいずれかに回転させて所望の容積を選択することを許し、及び前記ピペット（１０）は
、さらに粗設定（１１８）と微設定（１２０）を備え、ユーザが前記微設定（１２０）よ
り粗設定（１１８）を用いて、少ない回転で容積選択のために利用できる全範囲を操作し
得ることを特徴とする請求項１記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【請求項７】
　前記容積選択の全範囲が前記粗設定（１１８）の下で、３．５回転未満で到達できるこ
とを特徴とする請求項６記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【請求項８】
　相対ピペット速度に対して利用できる前記利用できる選択が前記ユーザインターフェー
スディスプレイ（３２）上でグラフ表示され、及び前記ソフトウェアがグラフのゲージ（
１０２）を用いてグラフ表示されたピペット速度を制御し、前記グラフのゲージ（１０２
）が最小値から最大値まで及ぶ利用可能な相対ピペット速度選択を表示し、ユーザはタッ
チパッド制御（３０）を用いて所望の相対ピペット速度までスクロールすることを特徴と
する請求項１記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【請求項９】
　所与の手順に対する連続吸引工程又は連続投与工程の所望の全カウント値は前記ユーザ
インターフェースディスプレイ（３２）上にグラフ表示され、及び前記ソフトウェアがグ
ラフのゲージ（１５７）を用いて所望のカウント値の少なくとも一部のグラフ表示を制御
し、前記グラフのゲージ（１５７）からユーザは前記タッチパッド制御（３０）を用いて
所望のカウント値を選択し、前記グラフのゲージの部位に対応する所望のカウント値がア
ルファベットや数値の文字で示されることを特徴とする請求項１記載のハンドヘルド型電
子ピペット。
【請求項１０】
　前記ソフトウェアがペース選択を含み、前記ペース選択が、前記実行ボタン（１８）が
駆動されるとき、繰り返される投与間の時間分を設定し、前記ペース選択は少なくとも次
の設定、すなわち、無、遅、中、及び速を含み、前記設定が前記ユーザインターフェース
ディスプレイ（３２）上においてグラフで表示され、前記タッチパッド制御（３０）を介
してユーザによって選択又は編集され得ることを特徴とする請求項１記載ハンドヘルド型
の電子ピペット。
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【請求項１１】
　選択されたピペットモード（７２、７４、７６、７８、８０、８２、８４、８６、９０
）又はカスタムモード（９２）がディスプレイ（３２）上に示され、同時に処理が実行し
、それによって第１ステップが完了後、最後のステップが開始される前に、処理の少なく
とも３つのステップが表示され、表示されたステップが、以前完了したステップ、現在の
ステップ及び次のステップであることを特徴とする請求項１記載のハンドヘルド型電子ピ
ペット。
【請求項１２】
　各ピペットモードに対するソフトウェアが編集画面（９７、１１０、１３６、１８４）
を含み、前記編集画面（９７、１１０、１３６、１８４）は、ユーザが選択されたピペッ
トモードに関連する変数を編集することを許し、前記編集画面（９７、１１０、１３６、
１８４）は実行画面（９６、１３４、１６６、１９４）を含み、前記実行画面（９６、１
３４、１６６、１９４）は前記カスタムモードを介してステップ毎にユーザに指示し、前
記編集画面（９７、１１０、１３６、１８４）はヘルプスクリーン（９５）を含み、前記
ヘルプスクリーン（９５）は、選択されたプログラムをいかにして実行するかについて説
明するためにユーザにアクセスを提供することを特徴とする請求項１１記載のハンドヘル
ド型電子ピペット。
【請求項１３】
　前記編集画面（９７、１１０、１３６、１８４）のおのおのは同じ主要な背景色を有し
、前記実行画面（９６、１３４、１６６、１９４）のおのおのも同じ主要な背景色を有し
、前記実行画面（９６、１３４、１６６、１９４）の背景色は前記編集画面（９７、１１
０、１３６、１８４）の背景色と異なり、前記ヘルプスクリーン（９５）も主要な背景色
を有し、前記ヘルプスクリーン（９５）の背景色は前記実行画面（９６、１３４、１６６
、１９４）の背景色及びは前記編集画面（９７、１１０、１３６、１８４）の背景色と異
なることを特徴とする請求項１２記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【請求項１４】
　前記ソフトウェア（６０）は所定のアルゴリズム（７２、７４、７６、７８、８０、８
２、８４、８６、８８、９０）に基づく少なくとも１つのプログラム可能なピペットモー
ドを提供し、さらに編集可能なカスタムモード（９２）を生成することができることを特
徴とする請求項１記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【請求項１５】
　前記ソフトウェアがエラーチェック動作を含み、前記エラーチェック動作は、プログラ
ム関数が所定の容積制限を超える場合にエラーメッセージを表示し、ユーザが不正なプロ
グラムを保存することを許さないが、エラーチェック機能がプログラムされた機能が正常
であると判断した場合に表示されたエラーメッセージを保存プロンプトに変更することを
特徴とする請求項１記載のハンドヘルド型電子ピペット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハンドヘルド型の電子ピペットに関する。特に、本発明は、ピペットのユー
ザインターフェースディスプレイに表示される情報を制御するソフトフェアに関する。そ
して、特に本発明は、ピペットの動作を制御するマイクロコンピュータのプログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ハンドヘルド型の電子ピペットは、研究室において幅広く使用されている。電子ピペッ
トは、一般的に、ピペットの筐体内に位置する小型のマイクロプロセッサにより制御され
ていて、ピペットにおけるユーザインターフェースを用いてプログラムされる。このよう
なインターフェースは一般的にキーパッド、スイッチ、もしくはダイアルを備え、多くの
電子ピペットは、また、小型の画面ディスプレイを備える。一般的に、ユーザは、液体試
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薬もしくは試料の選択された容積を吸引し、吸引した容積を分注するように、電子ピペッ
トをプログラムする。場合によっては、連続的な分注工程において分割量を連続的に分注
するようプログラムする。プログラム可能な電子ピペットは、混合、ピペッティングの繰
り返し、希釈などの複雑な操作を行うよう構成されている。
【０００３】
　近年において、電子機器産業は大幅に前進してきている。例えば、改善された明瞭度、
カラーグラフィック性能、改善された処理能力、メモリ性能及びワイヤレス通信機器など
を有する、目盛が細やかに付されたＬＣＤディスプレイは、全て普及している。
【０００４】
　電子機器産業が進展し、改善された演算能力及び処理能力を備えるため、幅広いピペッ
トティング処理を直接ピペットに対してプログラムすることが望まれている。一方、この
ような性能を追加すると、ユーザがピペットを使用するのに、相当複雑となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、実際のユーザ、さらには最初に使うユーザにとって直感的な、ピペッ
トのオペレーティングシステム(Operating system)を提供することである。その上、ユー
ザにとって、十分に効果を発揮し、幅広い実験用のピペット処理を達成することが可能な
、ピペットのオペレーションシステムを提供することである。
【０００６】
　本発明のもう１つ別の目的は、電子ピペットのプログラミングを容易にし、特に、片手
でプログラムを容易にすることである。
【０００７】
　本発明のさらなる目的は、ピペットのプログラムを容易にするソフトウェアツールを提
供するとともに、ユーザに対して、使用上のフィードバックを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ハンドヘルド型のメニューで操作するユーザインターフェースを備える電子
ピペットであり、該インターフェースで、便利かつ直感的に、ピペットのマイクロプロセ
ッサのプログラミングを行う。さらに、本発明により、ユーザは幅広く研究室のピペット
処理を行うことが可能である。本発明の第１態様において、ピペットでの円形のタッチパ
ッドで、ピペット上におけるメニューでナビゲートするソフトウェアが用いられる。円形
のタッチパッドは、ピペットのディスプレイにおける、親指もしくは指の回転運動を上下
のカーソル運動に変換する。例えば、親指もしくは指の部分が、タッチパッドの表面の柔
軟な静電容量センサに感知することなどにより、行われる。好適なピペットは、またエン
ターボタンだけでなく、円形タッチパッド周囲の４つのセレクタ部位を備える。各４つの
セレクタ部位及びエンターボタンに関連づけられた個々の専用スイッチは、ユーザが効果
的な方法によりメニューで操作するソフトウェアを扱うことで、起動可能である。好適に
は、円形タッチパッドの４つのセレクタ部位は、戻るボタンを有し、該ボタンを用いるこ
とで、ソフトウェアを前のメニューもしくは前に表示した情報に戻るよう指示する。また
、セレクタ部位は、右及び左ナビゲーションボタンを備え、該ボタンを用いて、ディスプ
レイ画面上のショートカットの指示に従うことで、ユーザは、より効果的にナビゲート可
能である。そして、セレクタ部位は、除去ボタンを備え、該ボタンを用いることで、処理
を早く終わらせることを求める場合、連続的な除去を開始する。好適なピペットは、また
、別個の実行ボタンおよび専用スイッチを有し、これらをもちいることで、一旦ピペット
が完全にプログラムされると、一定のピペットもしくは段階を開始する。実行モード内に
、ディスプレイ画面はスクロールを基として、処理中の段階を表示することが好ましい。
好ましくは、実行ボタンを押すまで実行を待っている段階は、強調もしくは反転表示され
る。次もしくはその後の段階は、現在の段階の下にリストされる。そして、適切に実行さ
れた段階は、現在の段階の上にリストされる。
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【０００９】
　ソフトウェアは、また、さまざまなプログラムされたピペット処理での容積、相対的な
ピペットスピード、ペース及びカウントを調節するためのグラフ表示を提供する。好まし
くは、ポインタを有するグラフのゲージで、ポップアップメニューがディスプレイに表示
される。ユーザは、円形のタッチパッドを用いる処理に利用可能なあらゆる種類の選択の
間のポインタの位置を操作可能である。例えば、吸引容積、分注容積もしくは最後の分注
容積を設定する際に、ユーザはタッチパッド制御を用いて、ピペットの最小値から最大値
の間の領域であればどれでも、グラフ表示のゲージにあるポインタを移動することが可能
である。容積を選択するのに、グラフのゲージが粗設定及び微設定を有することが好まし
い。そして、微設定よりも粗設定を用いて、ユーザは、より小さい回転で利用可能な容積
のあらゆる領域をナビゲート可能である。粗設定を用いると、ユーザは利用可能な容積の
あらゆる領域を円形タッチパッドの３ １／２回転未満の回転でナビゲート可能であるこ
とが好ましい。ソフトウェアは、メモリ内に１もしくはそれ以上のお気に入りの容積の選
択を保存するためにプログラムされることが好ましい。これにより、ユーザは後で使用す
るのにお気に入りを取っておくことが可能である。
【００１０】
　上述のように、相対的なピペットスピードは、グラフのゲージ及び円形のタッチパッド
を用いてプログラムされる。好ましくは、ユーザが１から１０の段階で選択可能であり、
マイクロプロセッサは一定のプログラムの間、相対的なピペットスピードで、ピペットの
動作を制御する。この点において、マイクロプロセッサは、「Electronic Pipettor Asem
bly」というタイトルが付された同時係属中の特許出願での記載に従って、ピペットを動
作する。この特許出願は、参照として本明細書に組み込まれ、本発明の譲受人に譲渡され
、さらに同日に出願されている。また、上述したように、ソフトウェアがペース、即ち、
実行ボタンを継続的に動かす際に、繰返して分注を行う間の継続時間を設定するためにゲ
ージを提供することが好ましい。好ましくは、グラフで表示される無、遅、中、及び速の
４つのペース選択を有し、ユーザがタッチパッド制御を用いることで、選択もしくは編集
可能であることが好ましい。さらに、特定の処理に対する連続的な吸引もしくは分注段階
の全カウント値はユーザのインターフェースにグラフで表示され、タッチパッド制御を介
して選択もしくは編集可能であることが好ましい。スピード及びペースの変更が、変更す
るまで同じようにあらゆる操作の処理に対して作用するため、全体のスピード及びペース
を設定することは有益である。さらに、「ヘルプ」機能についても、全体として利用可能
であることが好ましい。
【００１１】
　本発明のもう１つ別の観点において、メニューで操作するソフトウェアは、ユーザイン
ターフェースに表示される情報、及びピペットを動作させるためにマイクロプロセッサに
入力される情報を制御するだけでなく、編集可能な一定のカスタムのピペットを作成可能
な能力を提供するのと同時に、少なくとも１つ、好ましくは複数の、前もって定義される
アルゴリズムに基づいてプログラム可能なピペットモードを提供する。前もって定義され
るアルゴリズムに基づいた好適なモードは、ピペット、分注繰返し、試料希釈、ピペット
／混合、手動のピペット、逆ピペット、可変分注、可変吸引、試料希釈／混合及び段階希
釈を含む。容積、スピード、ぺース、カウント、方向及び混合などのさまざまなパラメー
タをユーザがプログラム及び編集可能であっても、これら前もって定義されるアルゴリズ
ムに基づいた１０の機能的モードがソフトウェアに組み込まれることにより、従来から知
られる各ピペット処理を実行する。多くの好適な機能的モードがプログラムされることで
、入力もしくは計算された容積を含み、該容積は、連続的に分注された分割量における最
後の分割量固有の容積である。最後の分注された分割量を用いることは、以前の分割量か
らピペットのエラーを分離するのに有益である。上述のように、これらそれぞれのモード
を適用するために、ピペットにおいてスピード及びペースなどのいくつかの変数が全体で
変更される。容積などの他のパラメータは、個々のモードに対して個々に編集される。前
もって定義されたアルゴリズムに基づいた機能的モードについてのより完全な記載は、「
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発明を実施するための最良の形態」の段落において記載するが、本発明は必ずしもこれら
の機能的モードを使用することに限定されるものではない。好ましくは、これらの機能的
モードのそれぞれは、ピペットに表示されるメインメニューから利用可能であり、該メイ
ンメニューから、プログラム、編集及び実行のために個々のモードが選択される。所望の
場合、ピペットにより、ユーザがメインメニューからこれら機能的モードの１もしくはそ
れ以上を取り除くことが可能である。
【００１２】
　一方、好適なピペットはまた、吸引、混合、分注及び除去の段階に基づき、ユーザがカ
スタムのピペット処理を作成可能なプログラムモードを含む。好適なピペットにより、ユ
ーザは、メモリ内の多くのカスタムプログラム、例えば、１０までのカスタムプログラム
を作成及び保存することが可能であり、各プログラムは、好適な前もって定義された最大
数の段階、例えば５０の検証可能な段階しか含まない。カスタムプログラムはメインメニ
ューを介してユーザにより後にアクセス可能であり、その後、好ましくはメインのカスタ
ムメニューを介して、ユーザにより所望の一定のカスタム動作を実行する。
【００１３】
　好適なハンドヘルド型の電子ピペットは、プログラム機能が前もって定義された容積の
制限を越える場合、一定のエラーチェック動作などのさらなる特徴を含み、該動作により
、エラーメッセージを表示する。好適なエラーチェック動作では、ユーザが不正なプログ
ラムを保存不可能であるが、たとえ不正なパラメータを入力しても、プログラムを継続す
ることは可能である。一定のエラーチェック動作により一定のプログラムされた動作が不
正であると判断されると、表示されるエラーメッセージは、プロンプトなどを保存するよ
うに変更する。エラーチェック動作は、前もって定義されたアルゴリズムに基づいた機能
的モード及びカスタムプログラムから利用可能であることが好ましい。
【００１４】
　本発明のもう１つ別の観点において、ソフトウェアはピペットに表示される画面におい
て色わけを用いることで、ユーザが直感的にピペットの状態を認識することを手助けする
。例えば、実行画面の背景色はすべての機能的モードにおいて一貫しているが、編集画面
の背景色及びヘルプ画面の背景色とは異なる。
【００１５】
　好適なハンドヘルド型の電子ピペットのもう１つの特徴は、スタートアップ時に現れる
プログラム可能なスタートアップ画面の使用である。このようなスタートアップ画面は、
製造者のロゴもしくはシステム識別情報もしくは個人の図柄もしくは情報を含む。
【００１６】
　図面及び本明細書の記載を確認すれば、本発明の他の観点及び特徴は、当業者にとって
は明確である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ユーザインターフェース及びプログラム可能なマイクロプロセッサを備えるハン
ドヘルド型の電子ピペットの斜視図である。
【図２】図１に示すピペットの正面図である。
【図３ａ】本発明の好適な実施例に基づいたメインメニューのプログラム画面を示す。
【図３ｂ】本発明の好適な実施例に基づいたメインメニューのプログラム画面を示す。
【図４ａ】本発明の好適な実施例に基づくメニューベースのソフトウェアの機能の概要を
示すフローチャートであり、特に、一般的なピペットの幅広いモードの選択を示す。幅広
いモードは、これらのモードに対応する、前もって定義されたアルゴリズム及びプログラ
ム可能なオプションもしくは変数で選択される。そして、該ソフトウェアは、メインメニ
ューからの他の選択も示し、オプション及びツールボックスオプションのカスタムプログ
ラムを含む。
【図４ｂ】本発明の好適な実施例に基づくメニューベースのソフトウェアの機能の概要を
示すフローチャートであり、特に、一般的なピペットの幅広いモードの選択を示す。幅広
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いモードは、これらのモードに対応する、前もって定義されたアルゴリズム及びプログラ
ム可能なオプションもしくは変数で選択される。そして、該ソフトウェアは、メインメニ
ューからの他の選択も示し、オプション及びツールボックスオプションのカスタムプログ
ラムを含む。
【図４ｃ】本発明の好適な実施例に基づくメニューベースのソフトウェアの機能の概要を
示すフローチャートであり、特に、一般的なピペット幅広いモードの選択を示す。幅広い
モードは、これらのモードに対応する所定のアルゴリズム及びプログラム可能なオプショ
ンもしくは変数で選択される。そして、該ソフトウェアは、メインメニューからの他の選
択も示し、オプション及びツールボックスオプションのカスタムプログラミングを含む。
【図５ａ】ユーザが本発明の好適な実施例に基づき、ピペットスピードを調節可能な「実
行」画面を示す。
【図５ｂ】ユーザが本発明の好適な実施例に基づき、ピペットスピードを調節可能な「実
行」画面を示す。
【図６ａ】「実行」画面を介して「ヘルプ」機能にアクセスする方法と、「ヘルプ」画面
の一例をそれぞれ示す。
【図６ｂ】「実行」画面を介して「ヘルプ」機能にアクセスする方法と、「ヘルプ」画面
の一例をそれぞれ示す。
【図７ａ】本発明の好適な実施例に基づく「編集」画面であり、ピペットプロトコルにお
ける特定の工程で容積を選択及び編集していることを示す。
【図７ｂ】本発明の好適な実施例に基づく「編集」画面であり、ピペットプロトコルにお
ける特定の工程で容積を選択及び編集していることを示す。
【図８ａ】本発明の好適な実施例に基づく「お気に入り」の容積を設定及び選択するプロ
グラム画面を示す。
【図８ｂ】本発明の好適な実施例に基づく「お気に入り」の容積を設定及び選択するプロ
グラム画面を示す。
【図８ｃ】本発明の好適な実施例に基づく「お気に入り」の容積を設定及び選択するプロ
グラム画面を示す。
【図９ａ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｂ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｃ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｄ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｅ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｆ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｇ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図９ｈ】「分注繰返し」モードに関するプログラム画面を示す。
【図１０ａ】「手動のピペット」モードに関するプログラム画面である。そして、「マニ
ュアルピペット」モードは、「方向」オプションの変更を示す。
【図１０ｂ】「マニュアルピペット」モードに関するプログラミング画面である。そして
、「マニュアルピペット」モードは、「方向」オプションの変更を示す。
【図１１ａ】カスタムピペットプログラムの作成及び編集に関するプログラム画面である
。
【図１１ｂ】カスタムピペットプログラムの作成及び編集に関するプログラム画面である
。
【図１１ｃ】カスタムピペットプログラムの作成及び編集に関するプログラム画面である
。
【図１１ｄ】カスタムピペットプログラムの作成及び編集に関するプログラム画面である
。
【図１２ａ】カスタムピペットプログラムの「実行」画面の例である。
【図１２ｂ】カスタムピペットプログラムの「実行」画面の例である。
【図１２ｃ】カスタムピペットプログラムの「実行」画面の例である。
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【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明は、ピペット（１０）のユーザインターフェースのディスプレイに表示する情報
を制御するメニュー形式のソフトウェアを示し、マイクロプロセッサをプログラムし、ピ
ペット（１０）を作動させるソフトウェアを示す。本発明の好適な実施例において、図１
に示すように、ソフトウェアがピペット（１０）に対して用いられる。図１は、単一のチ
ャンネルピペット（１０）を示し、「Electronic Pipettor Asembly」というタイトルが
付された同時係属中の特許出願に記載されている。該特許出願は、本特許出願の譲受人に
対して譲渡された出願であり、本出願と同日付で出願されていて、参照として本明細書に
組み込まれるものとする。より詳細については後述するが、図１に示される単一のチャン
ネルピペット（１０）は、ユーザによりプログラム可能なハンドヘルド型の電子ピペット
であり、液体の試料もしくは試薬を吸引及び分注する、もしくは、一般的に記載される他
のピペットによる採取の幅広い機能を達成する。
【００１９】
　図１のハンドヘルド型ピペット（１０）は、取付シャフト（１２）を備え、該シャフト
上に従来から知られている使い捨て可能なピペットチップ（１４）が取付られている。図
示しないが、ピペット(１０)は、モータにより駆動する吸引シリンダ及びピストンを備え
る。ピペット（１０）は、細長の本体を有し、該本体は、上部（１６)及び下部(１７)を
備える。吸引シリンダ及びピストンは、下部（１７）に配される。指フック（２８）はピ
ペット（１０）の上部（１０）の背部に位置する。ピペット（１０）の上部（１６）は、
ユーザの手、ユーザの手のひらにおいて保持されるよう設計されている。その上、指フッ
ク（２８）の底部にユーザの人差指を配し、ユーザの親指でピペット（１０）の前面で制
御操作が可能となっている。代替的に、ピペット（１０）のプログラムを行う側とは反対
側の手の指を都合よく使用することも可能である。
【００２０】
　好適な実施例において、ピペット（１０）の前面は、タッチパッド制御（３０）、タッ
チパッド制御（３０）の下部に位置する実行ボタン（１８）、実行ボタン（１８）の下部
に位置する取出ボタン（２０）及びタッチバッド制御（３０）の上部に位置するインター
フェースディスプレイ（３２）を含む。図１に示す構成において、タッチバッド制御（３
０）、実行ボタン（１８）及び取出ボタン（２０）のそれぞれが、ユーザの親指で都合よ
く操作可能であるため、片手で便利にプログラム及び操作可能である（もしくは、上述の
ように、ユーザはピペットをプログラムするために、反対側の指を使用可能である）。よ
り詳細は後述するが、タッチパッド制御（３０）は、メニュー操作のソフトウェアに基づ
き、ピペット（１０）を制御するのに用いられる。該ソフトウェアは、ユーザインターフ
ェースディスプレイ（３２）に表示される情報を制御するとともに、マイクロプロセッサ
をプログラミングし、ピペットを動作させるインターフェースを提供する。選択されたも
しくはカスタム開発されたピペット処理を行うために、ピペット（１０）がプログラムさ
れた後に、タッチパッド（３０）の下方に位置する実行ボタン（１８）は、ユーザにより
作動される。
【００２１】
　実行ボタン（１８）の下方に位置する取出ボタン（２０）は、矢印（２２）の方向にユ
ーザが親指で動作させることで、使い捨て可能なピペットチップ（１４）をピペット（１
０）から取り出される。より詳細には、取出ボタン（１０）を下方に動かすことで、取出
機構を作動させる。該機構は、取出スリーブ（１７）を付勢ばねに対して下方に押し出し
、これにより、付勢ばねがピペットチップ（１４）の上部と係合し、ピペット（１０）上
の取付シャフト（１２）からチップ（１４）を取り出す。好適な取出機構は、「Pipettor
 Ejection Mechanism」というタイトルが付された同時係属中の特許出願に開示されてい
る。該特許出願は、本特許出願の譲受人に対して譲渡された出願であり、本出願と同日付
で出願されていて、参照として本明細書に組み込まれるものとする。取付シャフト（１２
）及び使い捨て可能なピペットチップ（１４）の好適な構成は、「Locking Pipette Tip 
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and Mounting Shaft」というタイトルが付された同時係属中の特許出願に開示されている
。該特許出願は、本特許出願の譲受人に対して譲渡された出願であり、参照として本明細
書に組み込まれるものとする。しかしながら、本発明の特徴は、上述の参照される同時係
属の特許出願に開示される、好適な取出機構もしくは好適な取付シャフト及びピペットチ
ップの構成に限定される必要はない。好適な実施例において、取出機構は、ユーザによる
手動で駆動させ、取出ボタン（２０）により作動する。一方、実行ボタン（１８）及びタ
ッチパッド制御（３０）、電子的な制御もしくはプログラム入力部を提供する。
【００２２】
　本出願に組み込まれた「Electronic Pipettor Asembly」というタイトルの特許出願に
ついて、少し参照すると、ピペット（１０）はマイクロプロセッサと、少なくとも１メガ
バイトの電子的に消去可能なプログラムもしくは読み取り専用メモリ、すなわちフラッシ
ュメモリを備える。フラッシュメモリとマイクロプロセッサを組み合わせることで、ディ
スプレイ(３２)に表示させるアニメーションもしくはグラフに加え、プログラム及び調整
情報が十分、記憶可能である。フラッシュメモリを使用することで、より大きなプログラ
ム及びデータを記憶可能であるとともに、将来の拡張のために新しいソフトウェアをプロ
グラムし直したり、消去し直したりすることが可能である。例えば、上述の本出願に組み
込まれた「Electronic Pipettor Asembly」というタイトルの特許出願のように、フラッ
シュメモリを使用することで、参照テーブルを個別に吸引及び分注を使用することが可能
である。従って、吸引量及び分注量の両方に対するモータ運動に対して、より正確な修正
を提供することが可能である。ピペット（１０）のオペレーティングソフトウェアは、Ｃ
言語及びアセンブリ言語を組み合わせることで好適にプログラムされる。
【００２３】
　インディケータ及びヘルプ画面を含むディスプレイ（３２）は、あらゆるピペットのプ
ログラム作業の双方向の出力ユーザインターフェースを提供する。微光の状況であっても
明瞭な視認性を提供するために、ディスプレイ（３２）は、バックライト付装置が好まし
い。
同時係属中の「Electronic Pipettor Assembly」の特許出願に開示されるが、斜距離は約
１．５インチになるように、ディスプレイ（３２）は、カラーで、１２８×１２８ピクセ
ルのＬＣＤディスプレイサイズのものが好ましい。ＬＣＤディスプレイの明瞭度が改善さ
れることで、ピペット（１０）はユーザに対してより完全な情報を提供する。これにより
、ディスプレイ上での省略の必要性を減少させ、及び／又はピペット（１０）上の重要な
ヘルプ機能を提供することなどが可能となる。
【００２４】
　ユーザインターフェースディスプレイ（３２）に表示されるメニューのナビゲーション
は、タッチパッド制御（３０）を用いることで達成される。好適なタッチパッド制御（３
０）は、円形のキャパシティタッチパッド（４６）及び中央のエンターもしくは「ＯＫ」
ボタン（４８）を備える。タッチバッド制御（３０）のハードウェアの構成は、同時係属
中の「Electronic Pipettor Assembly」に記載され、組み込まれていているが、詳細につ
いては本明細書において提示しない。しかしながら、従来から知られているように、タッ
チパッド制御（３０）は、相対的な回転運動を上下のスクロール運動に変換されるように
、画面ディスプレイ（３２）においてプログラムされる。例えば、時計回りの親指もしく
は指の動きで、下方のメニューの選択をスクロールする。一方、反時計回りの親指もしく
は指の動きで、上方のメニューの選択をスクロールする。さらに、タッチパッド制御（３
０）の中央にあるエンターボタン（４８）が用いられ、円形のタッチパッド（４６）にお
ける親指もしくは指で回転運動を行うことで、ディスプレイ（３２）上での反転表示され
た数値を選択する。詳細については後述するが、「ＯＫ」ボタン（４８）が編集すべき項
目の選択に好適に用いられる、もしくは、他のプログラムのオプションの実装に好適に用
いられる。加えて、好適な円形のタッチパッド（４６）は、他に４つの部位を備え、これ
らは円形のタッチパッド（４６）上に符号が付されることが好ましい。円形のタッチパッ
ド（４６）の上部には、「戻る」符号（５０）を示し、メニュー選択の戻るボタンの役割
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を果たす。ユーザが円形のタッチパッド（４６）上の戻るボタン（５０）を押したままに
すると、ディスプレイ（３２）におけるメニューが以前に表示したメニューもしくは情報
に戻る。円形のタッチパッド（４６）は、また左右のナビゲーションボタン（５２）（５
４）をそれぞれ含む。詳細については後述するが、ナビゲーションボタン（５２）（５４
）は、しばしば好適な実施例において、画面上でメニューもしくはサブメニューオプショ
ンをスクロールすることでは利用不可能な特徴もしくはオプションを実装するために用い
られる。円形のタッチパッド（４６）は、また、「除去」符号（５６）を備える。ユーザ
が除去ボタン（５６）を押したままにすると、ピペット（１０）は空になる。つまり、ユ
ーザは除去ボタン（５６）を押したままにすると、ピペット（１０）は完全に分注が噴き
出すようにプログラムされる。より詳細には、除去ボタン（５６）を押すことで、プロン
プトがユーザに対するディスプレイ（３２）に表示され、実行ボタン（１８）を押すこと
で、除去が行われることが好ましい。除去ボタン（５６）を用いると、ユーザが研究室で
処理を再開しようとする際などにおいては、ユーザは早い時期に処理を終わらせることが
可能である。
【００２５】
　ＬＣＤディスプレイ（３２）に表示されるメインメニューは、図３Ａ及び図３Ｂに示さ
れる。メインメニュー画面（６０）は、スクロール可能なリストを備え、該リストは、プ
ログラムで制御可能な機能のリストを示す。リストは、前もって定義されたアルゴリズム
及びカスタムプログラムオプション（９２）及びツールボックスオプション（９４）を有
する多くの一般的なピペットモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６
，８８，９０）を備える。図２に示す左ナビゲーションボタン（５４）を押すと、「ヘル
プ」オプションを選択されることをメインメニュー（６０）は、スクロール可能な機能の
リストの下方に示す。一方、図２に示す右ナビゲーションボタン（５２）を押すと、リス
トで反転表示された機能に対する「実行」オプションが選択されることをメインメニュー
（６０）は、スクロール可能な機能のリストの下方に示す。円形のタッチパッド（４６）
を使用することで、スクロール可能なリストは、上下にナビゲートされる。図３Ａは、メ
ニュー画面（６０）が最初の６つのリストされた機能（７２，７４，７６，７８，８０，
８２）を備えることを示し、図３Ｂは最後の６つのリストされた機能（８４，８６，８８
，９０，９２，９４）がメインメニュー（６０）にあることを示す。本発明の好適な実施
例において、カスタムプログラムオプション及びツールボックスオプションに加え、メイ
ンメニュー（６０）から選択された、前もって定義されたアルゴリズムを備えた１０の選
択可能な機能を有する。バッテリー表示（６４）は、再充電可能なバッテリーの残量を示
す。
【００２６】
　図４ＡからＣは、メインメニュー（６０）から選択するとともに選択（７２，７４，７
６，７８，８０，８２，８４，８６，８８，９０及び９４）のそれぞれに関連付けられた
編集可能なオプションを示すフローチャートである。ただし、上述のフローチャートにお
いて、カスタムプログラムオプション（９２）は除かれる。該オプションについては、図
１１Ａ乃至図１１Ｄ及び図１２Ａ乃至図１２Ｃに関連して後述する。メインメニュー（６
０）上のリストされたピペットモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８
６，８８及び９０）は、前もって定義された、一般的なピペット処理に関するアルゴリズ
ムに基づいている。つまり、「ピペット」モード（７２）は、吸引容積と分注容積が同一
の場合における、単なる液体輸送に用いられる。「分注繰返し」モード（７４）は、プロ
グラムされた容積の液体を繰返して分注するのに用いられる。「試料希釈」モード（７６
）は、同一のピペットチップ内の２つの異なる液体の両方を空隙（即ち希釈材、空隙及び
試料）で分離させたままで、吸引するのに用いられ、その後に分注が完了する。「ピペッ
ト／混合」モード（７８）は、同一の容積を吸引及び分注するのに用いられ、その後に所
定の混合が行われる。未知の容積を吸引及び分注するのにオペレータによる制御がより多
く求められる場合、「手動のピペット」モード（８０）が用いられる。このモードにおい
て、ソフトウェアインターフェースは、アイコンを提供することで、ユーザは吸引と分注
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との切換を行うことが可能である。「逆ピペット」モード（８２）は、最後の分注周期と
次の吸引との間に噴き出さないことを除くと、ピペットモード（７２）と類似する。この
モードは、試料に空気を導入することなく、チップに試薬を加えるのに用いられる。「可
変分注」モード（８４）は、異なる容積の分注を繰り返すのに用いられる。「可変吸引」
モード（８６）は、１以上のプログラムされた容積の吸引（同一のチップ）を連続的に行
うのに用いられ、その後に単一の分注が行われる。「試料希釈／混合」（８８）モードは
、同一のピペットチップ内の２つの異なる液体の両方を空隙（即ち希釈材、空隙及び試料
）で分離させたままで、吸引するのに用いられ、その後に分注及び直後に混合段階が行わ
れる。「段階希釈」モード（９０）を用いることで、特定の容積の吸引を行うことが可能
となり、その後チップ内における連続的な混合を行い、新規の吸引容積にする。様々なピ
ペットのモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）に
ついては、より詳細を後述する。
【００２７】
　概して図４を参照することで、各ピペットモード（７２，７４，７６，７８，８０，８
２，８４，８６，８８及び９０）に関連付けられた容積、ピペットスピード、ペース、カ
ウントなどの様々なパラメータは、編集可能である。以下の図４及び表２は、好適な実施
例において、前もって定義されたピペットモードでの編集可能なパラメータを示している
。
【００２８】
　ソフトウェアの様々な特徴は、様々なピペットのモード（７２，７４，７６，７８，８
０，８２，８４，８６，８８及び９０）において共通である。例えば、図４に示すピペッ
トスピード（６２）は、各ピペットモードにおいて全体的に設定される。より詳細には、
カスタムモードの時、分注スピード、混合スピード及び除去スピードが現状のままで、吸
引スピードは全体的に設定される。全体でのパラメータの設定可能性については、各ピペ
ットのモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）と「
スピード」の付されたブロック（９１）を図４において実線で直接接続させることで提示
する。同様に、図４ａ及び図４ｂのペース（６３）は全体的に設定される。そして、この
設定については分注繰返し（７４）モード及び可変分注（８４）モードが「ペース」の付
されたブロック（６３）と実線で導かれることで提示される。また同様に、図４は、ヘル
プ機能が、あらゆるモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及
び９０）からアクセス可能であることを示す。このことについては、あらゆるモードが「
ヘルプ」の付されたブロック（９５）に実線で導かれることにより提示される。一方、各
モード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）に関連付け
られた編集可能なパラメータは、互いに概して異なる。このことは、図４において、実線
の下方の点線が、「編集」と付されたボックス（９７）へと導かれることで提示される。
本発明の様々な観点について、様々なピペットモード（７２，７４，７６，７８，８０，
８２，８４，８６，８８及び９０）と関連して説明される。
【００２９】
　「ピペット」モード（７２）について特に言及すると、このモードは、チューブ、バイ
アル及びマイクロプレート間の迅速なもしくは「整った」液体輸送に用いられる。「ピペ
ット」モード（７２）において、十分な吸引容積が、上述したように、分注される。「ピ
ペット」モード（７２）は、メインメニュー（６０）から選択されると、図５Ａに示すよ
うに、実行ピペット画面（９６）が表示される。実行ピペット画面（９６）は、「実行を
押す」を導く指示を備える。そして、このことは、プログラムされたピペットの段階、す
なわち吸引及び分注の段階を開始するために、ユーザが図１及び図２のピペット（１０）
上の実行ボタン（１８）を実行すべきであることを意味する。分注中、実行ボタン（１８
）を押したままにすると、２段階の噴き出しが実行される（即ち、最初の噴き出しが液体
中のチップにおいて生じる。しかしながら、ユーザが実行ボタン（１８）を離して、液体
からチップを取り外すとともに、液体を吸引してチップに戻るのを避けることをユーザが
許容する時間に達するまで、ピストンは、自動でもとの場所へは戻らない。）チップは、
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その後に取り出される。
【００３０】
　図５ａ及び図５ｂは、ピペット実行中の、ピペットの実行画面（９６）を示す。図５Ａ
及び図５Ｂにおいて、タッチパッド制御（３０）を使用することで、ユーザは吸引スピー
ドの変更、ヘルプ機能のアクセス、もしくは、吸引容積を変更するために編集画面に入る
ことが可能である。図５Ａは、反転表示（ボックス（９９））されたスピードの選択（９
８）を示し、図５Ｂは、「スピード」（９８）がタッチパッド制御（３０）上の「ＯＫ」
ボタン（４８）を用いて選択される時に表示されるポップアップ式のグラフ（１００）を
示す。図５Ｂにおいて、スピード選択のポップアップ（１００）は、ゲージ（１０２）の
グラフ表示を備える。ゲージ（１０２）はポインタ（１０４）を備え、該ポインタは、ユ
ーザが円形のタッチパッド（４６）を制御することに応じて動き、これにより、最小値も
しくは最遅値の１から最大値もしくは最速値の１０までの相対的なピペットスピードが調
整される。また、選択されるスピードは、アルファベットや数値の文字（１０６）で示さ
れる。選択されるスピードは、タッチパッド制御（３０）上のエンターボタン（４８）を
押すことで、ピペット（１０）で設定される。好適には、吸引もしくは分注のスピードが
変更されると、その後に続くあらゆる機能のために設定が用いられる。しかしながら、ユ
ーザは何時においてもピペットスピードを変更可能である。既知のピペット技術に応じて
、粘着性を有する試料は、最遅値で吸引及び分注されることで、正確なピペットが確保さ
れる。一方、速い速度で液体の分注を行う際、とくに液体が「引火性」（touch off）で
ない場合は、さらさらとした液体の輸送が可能である。相対的なピペットスピードが変更
されると、好適には、上述に組み込まれた「Electronic Pipettor Assembly」というタイ
トルが付された同時係属中の特許出願に記載された要領に従って、ピペット（１０）はピ
ペットスピードを制御する。
【００３１】
　図５Ａ及び図５Ｂにおいて陰影で描写されるが、実行ピペット画面（９６）の背景色は
緑である。好適には、あらゆるピペットのモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２
，８４，８６，８８及び９０）においても緑がよい。ヘルプ画面及び編集画面から実行画
面を識別するために色分けされることが好ましい。
【００３２】
　図６Ａ及び図６Ｂにおいて、ヘルプ機能は、実行ピペット画面（９６）からアクセスさ
れることが可能である。図６Ａは、反転表示された「ヘルプ」選択及びボックス（１０１
）を示し、ユーザはタッチパッド制御（３０）上の「ＯＫ」ボタン（４８）を押すことで
、「ピペット」（７２）モードを実行するためのヘルプを得ることが可能である。図６Ｂ
は、ヘルプが実行ピペット画面（９６）から選択される際に、ディスプレイ（３２）に表
示されるヘルプ画面（１０８）の例を示す。図６Ａ及び図６Ｂにおいて陰影で描写される
が、ヘルプ画面の背景色は白色である。好適には、他のどのヘルプ画面がいつ表示されて
も白色がよい。図６Ｂにおけるテキスト（１０８）は、ユーザがピペットのモード（７２
）の使用方法を説明する。メインメニューから他のモードが選択されている場合であって
も、他の各ピペットのモード（７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９
０）の使用方法についての説明は、ヘルプ画面（１０８）に表示される。一方、ヘルプ機
能は、他の画面からアクセス可能であり、該ヘルプ機能は、特定の処理を実行している際
に、ユーザにとって有益なほかの種類の情報を提供する。
【００３３】
　図７ａは、実行ピペット画面（９６）から、反転表示された「編集」選択及びボックス
（１０３）を示す。「編集」機能を選択することで、ユーザは図７ｂ及び図７ｃのピペッ
ト画面（１１０）に入力する。図７Ｂにおいて陰影で描写されるが、編集画面（１１０）
の背景色は灰色である。好適には、他のどの編集画面がいつ表示されても灰色がよい。図
７Ｂにおいて、画面（１１０）はピペットが設定された吸引容積（即ち、図７Ｂにおける
1000μL）を示す。ユーザが２つのうち１つの方法で、容積を変更することが可能である
。ユーザは円形のタッチパッド上の左ナビゲーションボタン（５４）を選択することでお
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気に入り（１１１）のリストから容積を選択することが可能である。もしくは、ユーザは
、図７Ｃにおけるポップアップ画面（１１３）を提示するために、タッチパッド制御（３
０）上のエンターボタン（４８）を用いることが可能である。
【００３４】
　図７Ｃにおいて、容積選択は、グラフのゲージ（１１２）及びアルファベットや数値の
文字（１１４）を用いることで、グラフでポップアップ画面（１１３）に表示される。グ
ラフのゲージ（１１２）は、ユーザによって、ピペット（１０）の最小吸引容積とピペッ
ト（１０）の最大吸引容積との間を選択された容積を指し示すポインタ（１１６）を備え
る。画面（１１０）はまた粗設定（１１８）と微設定（１２０）を備える。ユーザは円形
のタッチパッド（４６）上のナビゲーションボタン（５４）を押すことで粗設定を選択す
る。もしくは、円形のタッチパッド（４６）上の右ナビゲーションボタン（５２）を押す
ことで微設定（１２０）を選択する。円形タッチパッド（４６）の回転運動を用いること
で所望の容積を選択する。粗設定（１１８）は、微設定（１２０）よりも大きい増分の容
積の変更を行う。増分の大きさは、ピペットの大きさに基づく。好ましくは、最小容積か
ら最大容積までの全容積領域は、タッチパッド制御（３０）の円形のタッチパッド（４６
）の３と１／２回転未満で得ることが可能である。好ましくは、３回転未満で得ることが
可能である。数値の規模が最低値に戻ることが好ましい。これは、ユーザが最大容積を超
えると、表示される容積が自動的に最低値に戻ること、もしくはその逆になることを意味
する。下記の表（表１）は、ピペットの大きさに応じた粗増分及び微増分の好適な容積を
示す。
【００３５】

【表１】

【００３６】
　図８は「お気に入り容積」（１２２）を示す。好適には、ソフトウェアにより、ユーザ
が１０のお気に入りの容積から定義、保存及び選択することが可能である。タッチパッド
制御（３０）はお気に入りの容積の番号、容積１、容積２、容積３等を選択するのに用い
られ、これらの容積の番号をユーザは選択もしくは編集することを求める。ディスプレイ
（１２２）は、円形タッチパッド（４６）上の右ナビゲーションボタン（５２）を押すこ
とで、反転表示される容積、ボックス（１２６）、例えば「容積５、６００μL」をユー
ザが選択可能な矢印（１２４）を示す。一方、ディスプレイ（１２２）は、円形のタッチ
パッド（４６）上の左ナビゲーションボタン（５４）を押すことで、特にお気に入りの選
択と関連付けられた容積を編集可能な矢印（１２８）を示す。図８Ｂ及び図８Ｃはお気に
入りの容積を設定するために、ポップアップ画面（１３０）の編集をしていることを示す
。図８Ｂは、反転表示された「容積５」（画面（１２２）上の図８Ａにおけるボックス（
１２６）に提示される）を押されると、最初に現れるポップアップ画面（１３０）を示す
。図８Ｃは、ユーザがお気に入りの容積を粗設定もしくは微設定のいずれかを使用して60
0μLから650μLにまで調整したことを示す。
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【００３７】
　「ピペット」モード（７２）において、吸引容積及びピペットスピードのみがプログラ
ムされている。一般的に、スピード及び容積のプログラムは、好適には、他のモード（７
４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）と同一であることが好ましい
。既述したように、「ピペット」モード（７２）が完全にプログラムされていると、ユー
ザは、チップ（１４）が液体試料に位置するようにピペット（１０）を置き、吸引を開始
するために実行ボタン（１８）を押す。そして、ユーザはピペットを受取容器に動かし、
再び実行ボタン（１８）を押すことで、完全な分注を実行する。
【００３８】
　図９Ａ乃至図９Ｅは、「分注繰返し」モード（７４）と特に関係する画面（６０，１３
４，１３６）を示す。図９Ａは、ボックス（１３２）に示すように反転表示させる「分注
繰返し」モードを備えるメインメニュー（６０）を示す。「分注繰返し」モードがメイン
メニュー（６０）から選択されると、図９Ｂの「分注繰返し」の実行の画面（１３４）が
表示される。図９Ｂの分注繰返しの画面（１３４）において、ユーザはスピードの変更（
図９Ｂに提示しないメニュー項目）、ペース変更（１４４）、「ヘルプ」（１４５）への
アクセス、もしくは他の変数（１４６）編集を選択することが可能である。スピード設定
は、上述と同じように実行されることが好ましい。図９ｂのボックス（１４７）は、選択
のために反転表示される「編集」機能を示す。
【００３９】
　編集機能（１４６）が図９Ｂにおける分注繰返し画面（１３４）から選択されると、図
９Ｃは表示される分注繰返し編集画面（１３６）を示す。「分注繰返し」モード（７４）
に関連付けられた変数、即ち分注（１４８）、最後の分注（１５０）及びカウント（１５
２）は、分注繰返し画面（１３６）に表示される。
【００４０】
　分注繰返し編集画面（１３６）から分注容積（１４８）が選択されると、ユーザは円形
タッチパッド（４６）上の左ナビゲーション矢印（５４）を押すことでお気に入りの容積
を選択するか、もしくは円形タッチパッド（４６）上の右ナビゲーションキー（５２）を
押すことで分注容積を編集するかいずれかを選択可能である。このことは一般的に図７Ｂ
乃至図７Ｃもしくは図８Ａ乃至図８Ｃに関して記載されることと同様である。分注繰返し
画面（１３６）はお気に入りの記録（１５３）及び選択された値を保存するための記録（
１５４）を含む。お気に入りの容積の選択は、図８Ａ乃至図８Ｃに関して記載されること
と同様の方法で達成される。一方、お気に入りでない容積の選択は、図７Ａ及び図７Ｂに
示される処理に従って達成される。分注繰返し編集画面（１３６）は、また、分注容積（
１４８）と同一もしくは類似の方法でソフトウェアにより選択される最後の分注（１５０
）の容積の選択も備える。分注繰返し編集画面（１３６）は、また、分注容積（１４８）
を有する分注された分割量の数であるカウント（１５２）の選択を含む。しかしながら、
該画面は、最後の分注容積（１５０）のカウントは含まない。「分注繰返し」モード（７
４）において、分割量の分注容積（１４８）、最後の分注容積（１５０）及びカウント（
１５２）に入力された値を基に、ソフトウェアは自動的に吸引容積を計算する。図９Ｄ及
び図９Ｅにおいて、カウント（１５２）の値は、カウントの値（１５２）（図９Ｄにおい
てボックス（１５５）で示される）を反転表示させて、円形のタッチパッド（４６）を用
いることで編集される。その後、円形タッチパッド（４６）上のＯＫボタンを押すことで
、ポップアップ画面（１５６）にカウントが現れるようになる。図９Ｅのポップアップ画
面（１５６）は、グラフのゲージ（１５７）を有し、これにより、ユーザは、１と、ピペ
ットの容積及び最小の分割量に応じてソフトウェアで決められる最大値との間でカウント
を選択することが可能である。例えば、１２５０μlのピペットの場合、最小の分割量の
容積は、５０μlであり、最後の分注容量はカウントに含まれないため、最大のカウント
は、２４である。所望の容積及び／あるいはカウントが不正であれば、分注繰返し編集の
画面（１３６）は、エラーメッセージを提供する。
【００４１】
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　図９Ｂにおいて、分注繰返し実行画面（１３４）により、ユーザがペース（１４４）も
しくは連続的な分割量の分注継続時間を選択することが可能である。ペース機能は、ユー
ザが実行ボタン（１８）を押したままであると、実行され、ピペット（１０）は、多数の
プログラムされた容積（即ち、各分注間での選択されたペース（１４４）での分注容積（
１４８）を分注する。実行ボタン（１８）の離すと、ペースされていた分注が停止する。
実行ボタン（１８）を再び押すと、選択されたペースで分注を継続する。最後の分注容積
もしくは先のあらゆる分注から累積したエラーを有する廃棄容積が到達すると、
ピペット（１０）は警告音を発することが好ましい。その時点で、実行ボタン（１８）が
押されたままであると、最後の廃棄量を空にする。図４Ａ及び図４Ｂに示すように、「分
注繰返し」モード（７４）及び「可変分注」モード（８４）はペースオプション（６３）
を備える。
【００４２】
　好適な実施例において、無、遅、中、速の４つのペース間隔が利用可能である。無のペ
ースが設定されると、ユーザは各分注を開始するために、実行ボタン（１８）を押さなけ
ればならない。図９Ｆ及び図９Ｇにおいて、ユーザは、図９Ｆのボックス（１３８）に示
される分注繰返し実行画面（１３４）上の「ペース」（１５８）を選択することで、リセ
ットすることが可能である。ユーザがペース（１３８）を選択すると、グラフのゲージ（
１６０）でのポップアップ（１５９）が分注繰返し実行画面（１３４）に現れる。グラフ
のゲージ（１６０）は、容積調整もしくはスピード調整のゲージのように、ポインタ（１
６２）を備え、該ポインタは、無の最小ペースから最速ペースまでの円形のタッチパッド
（４６）を用いることで、ユーザは使用可能である。グラフのゲージ（１６０）は、また
、ペースを表示し、該ペースは、ポインタによりアルファベットや数値の文字（１６４）
で示される。ユーザは、タッチパッド制御（３０）上の「ＯＫ」ボタン（４８）を押すこ
とでペースを選択する。
【００４３】
　表２は、機能に基づくプログラムモード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４
，８６，８８及び９０）を示す。これらは、さまざまな編集可能なパラメータと同様に、
好適なピペットのオペレーティングソフトウェアにプログラムされる。
【００４４】
【表２】

【００４５】
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　スピード、ヘルプ及び編集機能は、各モードにおいて利用可能である。吸引、分注、最
後の分注、空隙及び混合の容積選択は、随時、様々なピペットモード（７２，７４，７６
，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）に必要とされる。既述したように、容
積即ち、特定の入力された吸引容積あるいはピペットソフトウェアで計算された情報に基
づいた吸引容積が最大許容容積を超えて入力されると、容積エラーのメッセージが表示さ
れることが好ましい。ソフトウェアの一定のエラーチェック動作により、ユーザは、不正
なプログラムの保存が許可されないが、たとえ現在のプログラムが不正であっても、ユー
ザがプログラム作成を継続することは許可する。
【００４６】
　ペース機能は、「分注繰返し」モード（７４）及び「可変分注」モード（８４）に用い
られる。方向機能は、「手動のピペット」モード（８０）で用いられる。カウント機能は
、「分注繰返し」モード（７４）「可変分注」モード（８４）及び「可変吸引」モード（
８６）に用いられる。混合のサイクルオプションは、「試料希釈／混合」（８８）モード
、「ピペット／混合」モード（７８）及び「段階希釈」モード（９０）に用いられる。そ
して、配列（rows）オプションは、「段階希釈」モード（９０）に用いられる。さまざま
な機能モード（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）につ
いては、より詳細を述べる。
【００４７】
　「分注繰返し」モード（７４）は、１つのもととなる容器から多数の器もしくはウェル
に試薬を高速で追加するのに用いられる。「分注繰返し」モード（７４）において、ピペ
ット（１０）は、多くの吸引容積を、多分割を介して、多数の対象に分注する。例えば、
全マイクロプレートを速く満たす。過剰充填の吸引及びモータの逆転は、分注された分割
量の正確性を確保するためになされるが、自動で行われることが好ましい。
【００４８】
　図９Ｂ及び図９Ｈにおいて、「分注繰返し」モードのサイクルを実行するために、ユー
ザは実行ボタン（１８）を押して離すことで、図９の最初の吸引段階を開始する。十分に
液体が吸引されると、ユーザは再び実行ボタン（１８）を押し、図９Ｈに示すように、分
注を開始する。そして、実行ボタンを押したままにすると、上述したように、ペースされ
た分割量を連続的に分注する。各分割量の分注の数は、ディスプレイ（１３４）（図９Ｈ
）に提示される。ピペット（１０）が計算された廃棄容積の量（即ち、最終の分注）を除
去する状態にあると、増加が停止する。最後の分注の分割量は、先のあらゆる分注から累
積されたエラーを含む。ユーザは最後の分注を使用するか、無視するかを選択できる。
【００４９】
　図９Ｂ及び図９Ｈに関連して記載されるが、処理が実行中の際、実行画面は、選択され
た処理の段階を表示することが好ましい。好ましくは、実行を現在待っている段階もしく
は実行中の段階は反転表示される。例えば、図９Ｂ及び図９Ｈにおいて示すように、段階
の前に点が付されるとともに、現在の段階の下に次の段階が表示される。処理中の第１段
階が完了した後で、そして、最後の段階が開始される前に、処理を行う３つの段階を提示
することが好ましい。即ち、直前の段階、現在の段階及び次の段階を提示することが好ま
しい。
【００５０】
　図４における「試料希釈」モード（７６）で、少量の試料容積をピペットチップから追
跡するために、希釈剤を用いることにより、正確な試料希釈を達成する。希釈剤はまず、
チップに吸引され、空隙に吸引される。それから、少ない容積の吸引された試料液体が続
く。空隙は、チップにおいて、液体と分離させたままにし、持越し汚染（carryover cont
amination）を最小化させる。「試料希釈」モード（７６）がメインメニュー（６０）か
ら選択されると、試料希釈実行画面が表示され（図示せず）、これにより、実行ボタン（
１８）を押す、もしくは、代替的にピペットスピードを調整する、ヘルプ機能にアクセス
する、もしくは、編集モードを入力し希釈容積、空隙容積及び試料容積を設定することで
、ユーザは「試料希釈」モードにおけるピペット（１０）を実行可能である。好ましくは
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、容積は、図７Ａ、図７Ｂ及び図７Ｃと関連して記載されるのと同じように、選択される
。もしくは、図８Ａ乃至図８Ｃに示すように選択及び／もしくはリセット可能なお気に入
りを選択することで、選択される。一旦プログラムされると、「試料希釈」モード（７６
）の実行は、実行ボタン（１８）を押して離すことで開始され、これにより、ピペットチ
ップ（１４）へと希釈剤の吸引が開始される。その後、再び実行ボタン（１８）を押して
離すことにより、ピペットチップ（１４）は液体から取り外され、空隙の吸引を開始する
。次に、チップ（１４）が、試料の液体に設置され、試料を吸引するために、再び実行ボ
タン（１８）が押される。最後に、チップ（１４）の全ての中身は、実行ボタン（１８）
を押すことで同時に分注される。好ましくは、「試料希釈」モード（７６）がプログラム
されることで、「ピペット」モード（７２）と同じように、２つの段階の噴き出しが実行
される。
【００５１】
　図４の「ピペット／混合」モード（７８）は、同一の容積が吸引及び分注される点にお
いて、「ピペット」モード（７２）と類似する。しかしながら、「ピペット／混合」モー
ド（７８）は、分注後に混合オプションを組み込む。混合は、単一の分注段階の後に自動
的に生じる。図４及び表２に示すように、ユーザは「ピペット」モード（７２）のような
吸引容積のみでなく、混合容積及び混合サイクルの数をプログラムすることが可能である
。作業中に、試料が容器に分注された後に、連続的な混合が、実行ボタン（１８）を押さ
なくても、チップが容器内にある間には、自動的に行われる。
【００５２】
　「手動のピペット」モード（８２）が図４のメインメニュー（６０）から選択されると
、図１０Ａ及び図１０Ｂに示す手動のピペット実行画面（１６６）が表示される。「手動
のピペット」モード（８０）は、吸引容積が定義されていない、もしくは、よく知られて
いない場合に用いられる。「手動のピペット」モード（８０）において、ユーザは、手動
で吸引及び分注段階中の容積を制御する。そして、ユーザは、どれくらいの液体が吸引さ
れたのか、もしくはどれくらいの液体が分注のために残っているのかを画面（１６６）で
確認可能である。このモード（８０）は、例えば、滴定の際に有益である。手動のピペッ
ト実行画面（１６６）から、ユーザはピペットスピード及びピペット方向（即ち、吸引も
しくは分注）を調整可能である、もしくは、最大吸引容積を調整するために、編集モード
に入ることが可能である。スピードと容積を調整することは、既述したのとほぼ同じ方法
で、連続的に実行される。より遅いピペットスピード（１から５）は、特に分注の際に、
このモード（８０）において、よりよい制御及び決定に用いられる。ピペットの方向の変
更は、図１０Ａ（吸引）及び図１０Ｂ（分注）に示される。図１０Ａにおいて、矢印（１
６８）の方向は、上向きであり、ユーザが実行ボタン（１８）を押すと、ピペット（１０
）は吸引するよう設定されることを示す。図１０Ｂにおいて、矢印（１７０）の方向は、
下向きであり、ピペットは、分注モードであることを示す。吸引の時、ユーザが実行ボタ
ン（１８）を離す際、もしくは、プログラムされた最大吸引容積に到達する際、モータは
停止する。すると、ユーザは、ピペット方向を変更し、これにより、ユーザが図１０Ｂに
示すように実行ボタン（１８）を押すと、ピペット（１０）は分注を行う。ユーザが実行
ボタン（１８）を押すと、ピペット（１０）は分注を行うので、チップ内に残る容積は、
図１０Ｂに示すように、活発に表示される。
【００５３】
　ユーザが吸引容積と最後の分注容積をプログラムしなければいけない点を除いては、「
逆ピペット」モード（８２）はまた、「ピペット」モード（７２）と、類似する。最後の
分注容積は、最初の分注の後にチップに残った液体の量を示す。そして、その液体の量は
、上述したように、ピペットのエラーを累積する。「逆ピペット」モード（８２）におい
て、チップ内に最後の容積（累積したエラーを伴う）を維持した状態で、ユーザは吸引及
び分注のサイクルを何度も繰り返す。通常の分注段階の後に、「逆ピペット」モード（８
２）において噴き出しはない。これにより、空気が試料へと導かれるのを妨げる。吸引参
照テーブルは、吸引のストロークに用いられる。一方、分注参照テーブルは、上述におい
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て組み込まれた「Electronic Pipettor Assembly」というタイトルが付された、同時係属
中の特許出願に開示されている。このようにして、複数の吸引及び分注サイクルが実行さ
れると、累積されたエラーが最後の分注容積に残っている。噴出すことなく、選択された
容積を分注するために、チップ内で最後の分注容積を維持し、ユーザが実行ボタン（１８
）を押したままにする。実行ボタン（１８）を離すと、ユーザは実行ボタン（１８）を用
いることで再びプログラムされた容積を吸引可能である。好ましくは、吸引及び分注プロ
セスを停止するために、ユーザは、あらゆる分注段階の開始時に、実行ボタン（１８）を
押して離す。最後の分注の間、ユーザは実行ボタン（１８）を押したままにすることで２
段階の噴出しが行われることが可能になるように、ソフトウェアがプログラムされる。
【００５４】
　「可変分注」モード（８４）において、ユーザは分注のペースを選択可能であり、カウ
ント及び各カウントの分注容積を編集可能である。これらの選択は、一般的に前述したの
と同じ方法で実行される。あまりないが、別々の分注の容積は、各カウントでプログラム
されなければならないといった例外が存在する。「可変分注」モード（８４）は、多数の
容積を繰り返し分注するのに用いられる。そして、吸引容積が自動的に計算される。この
モード（８４）は、例えば、試薬もしくは分注容積が、希釈系列を設定するのに必要とさ
れる際に役に立つ。
【００５５】
　ピペット（１０）がプログラムされた後で、ユーザは、実行ボタン（１８）を押して離
すことで、「可変分注」モードを実行し、最初の吸引段階を開始する。試料が吸引される
と、ユーザは実行ボタン（１８）を押したままにして、各プログラムされた分注容積でペ
ースされた分注を実行する。もしくは、ユーザが連続的に分注段階を押して離すことが可
能である。ディスプレイは、分注の「カウント」数を示す。そして、この数は、廃棄容積
の量を除去しようとする際、つまり最後の分注の際に、増分を停止する。この場合も、先
の全ての分注から累積されたエラーを備える廃棄容積が到達すると、ピペット（１０）は
、好ましくは、警告音を発する。その時点で、ユーザが実行ボタン（１８）を押し続ける
と、最後の廃棄容量が空になる。
【００５６】
　図４の「可変吸引」モード（８６）は、１以上のプログラムされた容積を連続的に（同
一のチップ内で）吸引するのに用いられる。このモードにおいて、ユーザは、スピード、
カウント及び各カウントの吸引容積をプログラム可能である。吸引容積が周知となってい
る場合、このモード（８６）は、様々な収集に応用するのに用いられる。例えば、マイク
ロウェルプレートにおける上澄みの収集もしくはユーザのバイアルをテストするのに非常
に適している。
【００５７】
　「可変吸引」モード（８６）を動作させるために、ピペットチップ（１４）が液体に配
され、ユーザが実行ボタン（１８）を押して離すことで、第２の吸引容積の吸引が開始さ
れる。ピペットチップ（１４）はそれから同一もしくは異なる液体に移動され、実行ボタ
ンをおして離すことで、第２の吸引容積の吸引が開始される。このプロセスは、ユーザに
よりプログラムされる通りに繰り返される。プログラムされた数の吸引段階が完了した後
、ユーザが実行ボタン（１８）押したままにすることで、２つの段階の噴き出しを含んだ
十分な分注が行われる。
【００５８】
　「試料希釈／混合」（８８）は「試料希釈」モード（７６）と、その後に続く「ピペッ
ト／混合」モード（７８）に関する上述の混合サイクルとの組合せである。
【００５９】
　図４における「段階希釈」モード（９０）により、特定の容積の吸引を可能とし、その
後、連続的な混合を行い、チップ内で新しい吸引容積で終わる。このモードを用いること
で、プレート、バイアルもしくはチューブにおいて段階的な希釈を実行するのに用いられ
る。一旦プログラムされ、ピペット（１０）上の実行ボタン（１８）を押して離すと、吸
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引が開始する。吸引後、実行ボタンが押されて離されてから、分注及び連続的な混合が開
始される。この処理は、プログラムされるように多数の配列が続けられる。好適には、配
列及び混合サイクルは、実行メニューのディスプレイで追跡される。混合サイクルは１つ
のカラーで示される。例えば混合時は赤である。各サイクルの記録は、２混合２のように
、２つの数で示される。最初の番号は、配列カウンタであり、２番目の番号は、混合サイ
クルである。配列の番号における点は、進行中のプログラム段階を示す。
【００６０】
　前もって定義されたアルゴリズムを有する機能的なプログラムモード（７２，７４，７
６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）に加えて、ピペット（１０）は、ま
た、カスタムプログラムモード（９２）、即ち図４Ｃにおける「カスタム」モード（９２
）を提供する。好適な実施例において、カスタムプログラムモード（９２）により、吸引
、混合、分注及び除去の４つの基本的な機能を用いて、複数の段階のピペットプロトコル
を生成及び保存することが可能である。ユーザは、メモリにおいて、多くのカスタムプロ
グラム、例えば１０までのカスタムプログラムを生成及び保存可能である。好ましくは、
各プログラムは、前もって定義された最大数の段階、例えば５０の検証可能な段階しか含
まない。各プログラムは、カスタム１、カスタム２などの自動的に名前が付される。ピペ
ット（１０）にワイヤレスブルートゥース通信装置などのＰＣ通信装置が実装されると、
カスタムプログラムは、好ましくは、ＰＣ及び／または使用される異なるピペット（１０
）から呼び出されて、保存される。
【００６１】
　「カスタム」モード（９２）において、各プログラムは、吸引もしくは混合の命令のい
ずれかから始まる。新しいカスタムプログラムを生成及び保存するために、ユーザは、タ
ッチパッド制御を用いて、メインメニュー（６０）から「カスタム」モード（９２）を選
択することで、図１１Ａに示すように、メインカスタム画面（１８０）が表示される。そ
れから、ユーザが矢印（１８２）で示されるピペット（１０）上の右ナビゲーションボタ
ン（５２）を押すことで、例えば図１１Ｂにおいてカスタム１画面（１８４）と表示する
ように、カスタムプログラム編集画面を立ち上げる。プログラムは、例えば、カスタム１
（しかしながら、後述するが、キーバッドの機能を用いることで、もしくは、ＰＣ通信装
置を用いることで、変更可能である）のように、自動的に名前が付される。タッチパッド
制御（３０）を用いることで、ユーザは（図１１Ｂにおいて、反転表示された領域（１８
６）により示される）カスタムプログラムにおいて、第１段階（１８５）を選択する。こ
のことは、上述したように、吸引もしくは混合のいずれかであるが、その後、タッチパッ
ド制御（３０）上のＯＫボタン（４８）を押す。図１１Ｃの編集画面（１８４）は、カス
タムプログラムの例において第１段階は吸引段階であることを示し、該画面は、第１段階
の吸引容積として、容積設定のゲージ（１９２）を有するポップアップ画面（１９０）を
さらに示す。第１段階がプログラムされた後に、図１１Ｄのカスタム編集画面（１８４）
は、第１段階（１吸引５０）が入力されていることを示し、ユーザに新しい段階を入力し
、前の段階を編集し、もしくは前の段階を削除することを促している。「新しい段階」の
オプションが図１１Ｄのメニューから選ばれると、ユーザは再びタッチパッドを使用し、
図１１Ｂが示すように吸引、分注、混合もしくは除去の次の段階の動作を選択させる。そ
して、図１１Ｃで示すように適切な容積を設定する。ユーザが前の段階を編集したい場合
、タッチパッド制御（３０）が用いられることで、編集したい動作の段階を選択し、その
後、再び図１１Ｄの「編集段階」のオプションを選択する。そして、ソフトウェアは、図
１１Ｂ及び図１１Ｃの処理に必ず戻り、特定の段階を編集する。
【００６２】
　カスタムプログラムを実行するために、ユーザは「カスタム」モード（９２）をメイン
メニュー（６０）から選択し、メインカスタム画面（１８０Ａ）を表示する。このことは
、３つのカスタムプログラム、即ち「カスタム１」、「カスタム２」、「カスタム３」を
有する図１２Ａにおいて、示される。ユーザは、タッチパッド制御（３０）を用いて、Ｏ
Ｋを押すことで、カスタムプログラムの１つを選択し、例えば、図１２ｂに示されるカス
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タム実行のような各カスタム実行画面（１９４）を画面（１９４）に提示する。その後、
ユーザは実行ボタン（１８）を押して離すと、カスタムプログラムにおける第１プログラ
ム段階を開始する。代替的に、ユーザはピペットスピードを編集可能であり、プログラム
編集モードを入力可能であり、もしくは図１２ｂに示すように「ヘルプ」機能にアクセス
可能である。一旦設定されると、実行ボタン（１８）を押して離すと、第１プログラム段
階が開始される。ユーザにより左ナビゲーションボタン（５４）が押されることで、図１
２ａに示されるカスタムプログラムのオプションを選択する。図１２ｃにおいて、視認／
編集機能により、所望で、ユーザは、特定のカスタムプログラムを見直し、変更すること
が可能である。削除機能により、ユーザは特定のカスタムプログラムを削除可能である。
コピー機能によりユーザは特定のカスタムプログラムをコピー可能である。ユーザが図１
２ｂに示すようにカスタムプログラムを実行することを選択すると、実行画面（１９４）
は、点の付いた現在のピペット段階を表示し、該点は、実行ボタン（１８）の起動により
実行されている現在の段階を示す。実行ボタン（１８）は、一般的に、機能に基づくモー
ド（７２，７４，７６，７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）と同じように、
あらゆるピペットの段階を開始するのに用いられる。
【００６３】
　ソフトウェアは、ピペット（１０）のカスタムプログラムを制約する制限もしくはルー
ルを備えることが好ましい。例えば、各全てのプログラムは、除去メッセージが自動的に
ディスプレイに現れる最後の段階を備えることが好ましい。もしくは、例えば、吸引及び
分注容積の組み合わせが不可能である場合、ピペットは必要な調整を行うようにプログラ
ムされる、もしくは、エラーが出されたことを単に示される。
【００６４】
　図４において、「ツールボックス」オプション（９４）を示す。この「ツールボックス
」オプションは、好適な実施例において、ユーザはさまざまなサブメニュー、即ち、「優
先」、「較正及びサービス」、「ワイヤレス」及び「所有者情報」を選択することが可能
である。「優先」のサブメニューにおいて、ユーザは段階の完了、プログラムの完了、除
去キー、若しくはエラーメッセージ等がある際に、警告音を選択することが可能である。
ユーザは、例えば、ディスプレイ、壁紙などだけでなく、ディスプレイが暗くなる時間及
び消去時間を設定することが可能である。好ましくは、スタートアップしてすぐに、数秒
で現れるスタートアップ画面を備える。スタートアップ画面はこのましくはプログラム可
能であり、これにより、該画面は、製造業者のロゴもしくは個人の図柄もしくは情報を含
む。従って、例えばシステムの識別に用いられることが可能である。上述したように、「
Electronic Pipettor Asembly」というタイトルが付された同時係属中の特許出願に組み
込まれるが、好適なピペット（１０）は少なくとも１メガバイトのフラッシュメモリを備
えることが好ましい。このフラッシュメモリは、スタートアップ画面の情報、図柄もしく
はロゴを保存するのに非常に適している。好ましくは、ピペット（１０）が充電されると
、スタートアップ画面が表示される。例えば、複数のピペット（１０）の充電スタンドを
有する実験室では、自分の名前が入れることが可能であるのが望ましい。さらに、「優先
」のサブメニューから、ユーザは、機能に基づくプログラムモード（７２，７４，７６，
７８，８０，８２，８４，８６，８８及び９０）のうちどれをメインメニュー（６０）に
表示させるかを選択可能である。例えば、モード（７２，７４，７６，７８，８０，８２
，８４，８６，８８及び９０）のうち１もしくはそれ以上を停止することを望む場合であ
る。
【００６５】
　「較正」のサブメニューは好ましくは、較正が必要な際のリマインダもしくはタイマ、
サービス履歴、及び機能的な一定の較正を備える。あらゆる適切な一定の較正が実行され
、例えば、卓上の有効な較正プロトコルに従って、フラッシュメモリ内の吸引及び／又は
分注テーブルの移動などが実行される。
【００６６】
　「ワイヤレス」サブメニューは、例えば、ＰＣの有するブルートゥースワイヤレス通信
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装置の使用を可能とするソフトウェアを備える。
【００６７】
　「所有者情報」のサブメニューは、氏名及び住所などのユーザの情報を入力するととも
に、器具のシリアル番号を確認することが可能である。好ましくは、「所有者情報」画面
は、タッチパッド制御でキーボードディスプレイをナビゲートすることで、個々に選択、
入力及び編集可能なアルファベットや数値の文字のキーボードディスプレイを備える。
【００６８】
　本発明の好適な実施例について、上述している。本明細書記載の全ての特徴を具体化し
ていないが、様々な本発明の特徴がピペットにおいて用いられている。
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